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特 集

知を社会へ—
中四国の学都として「高度な知の創成と的確な知の継承」
を理念に掲げる岡山大学。産業や社会情勢の変化、学問
領域の新たな発展に対応しながら“求められる知”を生み出
し、幅広い分野で社会貢献を目指す取り組みを紹介します。

さんさんコンソの活動

マグマ構想のイメージ

岡山大学の産学官連携

さんさんコンソ　参加23校
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技
術
の
宝
庫

12
月
７
日
、
東
京
で
開
か
れ
た

「
岡
山
大
学
新
技
術
説
明
会
」。
も

の
づ
く
り
、
物
質
・
材
料
関
連

で
本
学
が
持
つ
特
許
技
術
に
つ
い

て
、
発
明
者
自
身
が
説
明
し
、
素

材
・
化
学
関
連
の
大
手
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
延
べ
約
３
０
０
人
が
訪
れ

た
。
技
術
指
導
・
共
同
研
究
を
視

野
に
入
れ
た
個
別
相
談
も
あ
り
、

具
体
的
な
交
渉
に
い
た
っ
た
案
件

も
あ
っ
た
。

本
学
は
こ
こ
数
年
、
有
望
な
案

件
に
し
ぼ
り
、
年
１
０
０
件
程
度

の
特
許
を
出
願
。
こ
う
し
た
説
明

会
や
本
学
で
の「
知
恵
の
見
本
市
」

な
ど
単
独
展
示
会
を
開
催
す
る
ほ

か
、
バ
イ
オ
、
ナ
ノ
テ
ク
な
ど
分

野
ご
と
の
大
規
模
展
示
会
に
出
展

し
、
技
術
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

在
京
企
業
と
の
接
触
で
は
、
今
年

４
月
に
開
設
し
た
東
京
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
も
活
用
す
る
。

一
方
、
広
く
社
会
で
活
用
さ
れ

る
よ
う
な
基
礎
的
な
発
見
に
つ
い

て
は
、
そ
の
発
見
を
「
マ
グ
マ
特

許
」
と
し
、
周
辺
に
産
業
分
野
別

の
特
許
網
を
形
成
し
て
多
面
的
に

展
開
す
る
「
マ
グ
マ
構
想
」
を
導

入
。
マ
グ
マ
特
許
は
、
こ
れ
ま
で

４
件
を
指
定
。「
国
立
大
の
知
的

財
産
と
し
て
外
部
か
ら
の
評
価
も

高
い
」
と
、
研
究
推
進
産
学
官
連

携
機
構
・
知
的
財
産
本
部
の
渡
邊

裕
本
部
長
は
説
明
す
る
。

出
会
い
の
工
夫

産
学
連
携
の
チ
ャ
ン
ス
を
増
や

す
た
め
、
近
隣
の
高
等
教
育
機
関

や
企
業
と
協
力
し
、
広
域
、
効
率

的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
も
構

築
。
中
国
地
域
の
大
学
、
高
専
な

ど
23
校
で
結
成
す
る
「
中
国
地

域
産
学
官
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
さ
ん
さ
ん
コ
ン
ソ
）」
で
は
、
参

加
校
の
技
術
シ
ー
ズ
を
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
地
域

企
業
に
無
料
で
紹
介
。
中
国
５
県

の
大
学
で
力
を
合
わ
せ
、
自
動
車

分
野
の
研
究
開
発
力
の
強
化
も
目

指
す
。

ま
た
、
技
術
教
育
な
ど
で
交
流

の
あ
る
地
元
企
業
約
50
社
で
つ
く

る
学
外
組
織
「
産
学
官
融
合
セ
ン

タ
ー
研
究
協
力
会
」
も
、
共
同
研

究
の
活
性
化
を
後
押
し
し
て
く
れ

て
い
る
。

連
携
方
法
で
は
、
共
同
研
究
は

も
ち
ろ
ん
、
シ
ー
ズ
を
一
年
間
検

証
し
て
か
ら
共
同
研
究
に
移
行
す

る
方
法
や
、
ノ
ウ
ハ
ウ
指
導
、
知

的
財
産
の
出
願
前
譲
渡
な
ど
多
様

な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
大
学
、

企
業
双
方
の
利
便
性
向
上
を
図
っ

て
い
る
。

身
近
な
製
品
に
＂
岡
大
発
〟 

足
袋
型
シ
ュ
ー
ズ
、
道
路
の
り

面
用
緑
化
ブ
ロ
ッ
ク
、
ビ
タ
ミ
ン

C
加
工
食
品
―
。
本
学
で
生
ま
れ

た
＂
知
〟
は
、
企
業
や
金
融
、
公

的
機
関
と
出
会
う
こ
と
で
、
い
く

つ
も
の
製
品
と
な
り
、
身
近
な
生

活
や
産
業
を
支
え
て
い
る
。

研
究
成
果
や
企
業
と
の
共
同

開
発
製
品
を
活
用
し
、
07
年
度

に
は
８
社
が
起
業
。
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
数
で
全
国
ト
ッ
プ
と
な
っ

た
。「

産
学
共
同
開
発
が
上
手
く
い

く
か
は
、
企
業
が
求
め
る
技
術

に
ピ
ッ
タ
リ
当
て
は
ま
る
技
術
が

大
学
に
あ
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン

ト
」
と
研
究
推
進
産
学
官
連
携
機

構
・
産
学
官
連
携
本
部
の
藤
原
貴

典
本
部
長
。
全
国
有
数
の
総
合
大

学
で
あ
る
本
学
に
は
、
大
き
な
可

能
性
が
あ
る
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

知
的
財
産
の
管
理
・
活
用
や
、

技
術
シ
ー
ズ
の
企
業
へ
の
売
り
込

み
、
産
業
界
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
研
究
の
戦
略
的
な
推
進
な

ど
は
、
全
学
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
研
究
推
進
産
学

官
連
携
機
構
が
担
う
。
ス
タ
ッ
フ

は
、
企
業
で
技
術
開
発
な
ど
に
携

わ
っ
た
経
験
豊
富
な
人
材
や
弁
理

士
ら
。
同
機
構
長
の
曽
良
達
生
理

事
は
「
研
究
者
、
学
部
・
研
究
科

を
挙
げ
て
創
造
的
で
革
新
的
な
研

究
を
進
め
、
適
切
に
支
援
す
る
こ

と
で
、成
果
を
『
発
明
』
に
す
る
。

最
終
的
に
は
、
社
会
還
元
し
た
対

価
で
次
の
成
果
を
上
げ
る
循
環
を

築
き
た
い
」
と
展
望
す
る
。

◀�本学の技術を企業関係者らに
PRした知恵の見本市

▼東京で開催した岡山大学新技術説明会
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大
き
な
期
待
が
か
か
る
マ
グ
マ
特
許
の

一
つ
が
、
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
・
西
堀

正
洋
教
授
（
薬
理
学
）
ら
の
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
「
抗
体
医
薬
に
よ
る
脳
梗
塞
の
新
規

治
療
法
の
発
明
」
だ
。
脳
血
管
が
詰
ま
っ

て
起
こ
る
脳
梗
塞
に
対
し
、
血
栓
を
溶
か

し
た
り
す
る
従
来
薬
と
は
異
な
り
、
炎
症

を
引
き
起
こ
す
物
質
の
働
き
を
抑
制
す
る

治
療
法
を
発
見
。
2
0
0
9
年
度
に
は
本

学
関
係
者
と
し
て
初
め
て
、
発
明
協
会
の

「
21
世
紀
発
明
奨
励
賞
」
に
輝
き
、
同
年

度
の
「
岡
山
県
文
化
賞
」
も
受
賞
し
た
。

西
堀
教
授
ら
は
、
脳
梗
塞
の
炎
症
が

起
き
た
時
、
神
経
細
胞
か
ら
過
剰
に
放
出

さ
れ
る
「
H
M
G
B
１
」
と
い
う

物
質
に
着
目
。
こ
の
物
質
の
働
き

を
中
和
す
る
抗
体
を
投
与
す
る
と
、

脳
組
織
の
損
傷
部
分
が
減
り
、
運

動
機
能
の
麻
痺
が
改
善
す
る
こ
と

を
突
き
止
め
た
。
西
堀
教
授
は
「
脳

梗
塞
は
、
先
進
国
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
生
活
習
慣
病
か
ら
共
通
し

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
血
流
が
止

ま
っ
て
も
、
神
経
組
織
の
損
傷
を

食
い
止
め
る
方
法
が
あ
れ
ば
と
考
え
た
」

と
、
画
期
的
な
着
想
を
説
明
。
こ
の
抗
体

は
、
動
脈
硬
化
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
次
々
と
特

許
群
が
生
ま
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
臨
床
試
験
を
目
指
し
、
安
全

性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ほ
か
、
製
薬
会
社
と

の
協
力
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
飲
み
薬
の
開

発
も
進
め
る
。
国
際
的
な
展
示
会
な
ど
の

発
表
機
会
も
多
く
「
企
業
の
方
の
発
想
は

非
常
に
刺
激
に
な
る
。
新
た
な
考
え
方
も

取
り
入
れ
、
困
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
た

め
、
こ
の
発
明
を
役
立
て
た
い
」
と
西
堀

教
授
は
力
を
込
め
る
。

岡山大学の研究成果のうち、次代の革新的技術として

期待されるシーズや、広範囲の応用が期待できる技

術、地域の企業との共同開発などの事例を紹介する。産学官連携事例紹介▶▶▶▶▶▶▶▶ 特 集知を社会へ—

東
京
で
12
月
に
開
催
し
た
「
新
技
術
説

明
会
」
で
最
も
注
目
を
集
め
た
の
が
、
自

然
科
学
研
究
科
・
押
木
俊
之
講
師
（
触
媒

科
学
）
ら
に
よ
る
「
ア
ク
リ
ル
系
ア
ミ

ド
類
を
製
造
す
る
次
世
代
化
学
触
媒
法
」。

本
学
が
単
独
で
開
発
し
た
革
新
的
な
触
媒

を
用
い
、
産
業
界
で
汚
水
浄
化
な
ど
に
広

く
使
わ
れ
て
い
る
化
学
製
品
・
ア
ク
リ
ル

ア
ミ
ド
を
、
高
純
度
、
低
コ
ス
ト
で
製
造

で
き
る
。

触
媒
に
酵
素
を
使
う
現
行
製
法
で
は
大

量
の
廃
水
が
出
る
た
め
、
廃
水
処
理
の
ほ

か
、
濃
度
を
上
げ
る
た
め
の
加
熱
工
程
も

必
要
。今
回
開
発
し
た
新
触
媒
を
使
う
と
、

廃
水
を
出
さ
ず
純
度
が
ほ

ぼ
１
０
０
％
の
ア
ク
リ
ル

ア
ミ
ド
が
で
き
、「
濃
縮
プ

ロ
セ
ス
や
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
損
失
が
な
く
な
り
、
製
造

コ
ス
ト
の
抑
制
、
プ
ラ
ン
ト

の
小
型
、
省
エ
ネ
化
に
つ
な

が
る
。
工
業
化
の
イ
ン
パ
ク

ト
は
大
き
い
」
と
押
木
講
師

は
説
明
す
る
。

ア
ク
リ
ル
ア
ミ
ド
は
、
汚
泥
や
油
分

を
吸
着
す
る
性
質
が
あ
り
、
汚
水
浄
化
処

理
の
凝
集
剤
や
リ
サ
イ
ク
ル
紙
の
補
強
剤

に
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
油
採
掘
の

際
、
油
井
に
注
入
し
て
採
油
量
を
増
加
さ

せ
る
薬
剤
の
原
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。
世
界
で
年
約
60
万
ト
ン
を
生
産
。

歴
史
的
に
日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
分
野
で
、
国
内
メ
ー
カ
ー
の
シ
ェ
ア
が

高
い
だ
け
に
「
非
常
に
強
い
関
心
を
持
っ

て
い
る
複
数
の
企
業
と
交
渉
に
入
っ
て
い

る
」（
押
木
講
師
）
と
い
う
。
岡
大
発
の

技
術
が
、
日
本
の
国
際
競
争
力
強
化
に
結

び
つ
く
日
が
近
づ
い
て
い
る
。

マ
グ
マ
特
許
で

脳
梗
塞
患
者
を
救
え

▲新たな触媒製造に取り組む押木講師

1

コ
ス
ト
、環
境
負
荷
を
低
減
し
た

ア
ク
リ
ル
ア
ミ
ド
の
新
製
法

2

岡山大学の産学官連携

▲新薬開発のための実験を続ける西堀教授
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産学官連携事例紹介▶▶▶▶▶▶▶▶

限
り
あ
る
地
球
資
源
の
有
効
利
用
の

た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
向
上
は
、
万

国
共
通
の
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
だ
。
そ
の

リ
サ
イ
ク
ル
工
程
を
が
ら
り
と
変
え
た
の

が
、
自
然
科
学
研
究
科
の
押
谷
潤
准
教
授

と
、
装
置
開
発
の
永
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
（
北
九
州
市
）、
リ
サ
イ
ク
ル
業
の
平

林
金
属
（
岡
山
市
）
が
共
同
開
発
し
た
、

水
な
ど
の
液
体
を
使
わ
ず
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
金
属
を
分
別
で
き
る
「
乾
式
比
重
分

離
装
置
」
だ
。

一
般
的
な
水
を
使
う
湿
式
比
重
分
離
方

式
は
、
大
量
に
出
る
廃
水
の
処
理
や
、
分

離
し
た
素
材
を
乾
か
す

手
間
が
必
要
。
さ
ら
に

水
が
凍
結
す
る
寒
冷
地

や
水
不
足
の
地
域
で
は

利
用
で
き
な
い
課
題
が

あ
っ
た
。
乾
式
は
、
砂

や
鉄
な
ど
の
粉
に
下
か

ら
風
を
送
る
と
沸
騰
状

態
の
よ
う
に
粉
体
が
踊

り
、
液
体
の
よ
う
な
状

態
に
な
る
固
気
流
動
層

を
利
用
。
こ
の
中
に
比
重
の
違
う
木
片
や

金
属
を
入
れ
る
と
、
比
重
の
小
さ
い
木
は

上
に
、
比
重
が
大
き
い
金
属
は
下
に
沈
む

た
め
、
混
合
物
を
選
別
で
き
る
。

固
気
流
動
層
を
廃
棄
物
の
分
別
に
利

用
す
る
研
究
を
進
め
て
い
た
押
谷
准
教
授

の
技
術
に
、
平
林
金
属
が
注
目
し
た
の
が

共
同
開
発
の
き
っ
か
け
。
押
谷
准
教
授
と

協
力
し
て
装
置
開
発
を
進
め
て
い
た
永

田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
と
も
に
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
（
N
E
D
O
）
の
助
成
を
得
な
が
ら
、

2
0
0
9
年
、実
用
化
に
成
功
し
た
。「
基

礎
研
究
、
装
置
設
計
、

ユ
ー
ザ
ー
と
い
う
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
結

集
し
た
成
果
」
と
語

る
押
谷
准
教
授
。
現

在
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン

大
学
も
含
め
た
国
際

共
同
研
究
で
、
鉱
石

を
分
離
す
る
装
置
開

発
に
挑
ん
で
い
る
。

本
学
「
ス
ポ
ー
ツ
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の

知
見
が
シ
ュ
ー
ズ
メ
ー
カ
ー
・
岡
本
製

甲
（
倉
敷
市
）
と
出
会
っ
て
生
ま
れ
た
の

が
足
袋
型
シ
ュ
ー
ズ
シ
リ
ー
ズ
。
初
代
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
「
V
A
L
T
A
I
N
―

X
（
バ
ル
タ
ン
・
エ
ッ
ク
ス
）」
開
発
の

た
め
、
同
社
か
ら
金
融
機
関
を
介
し
て
本

学
に
寄
せ
ら
れ
た
技
術
相
談
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

同
社
は
運
動
選
手
の
足
腰
を
鍛
え
る
足

袋
型
シ
ュ
ー
ズ
の
商
品
化
に
向
け
、
親
指

と
他
の
４
本
の
指
を
区
切
る
切
れ
込
み
部

分
や
中
敷
き
の
薄
さ
に
つ
い
て
検
証
を
依

頼
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
鈴

木
久
雄
セ
ン
タ
ー
長
、

加
賀
勝
教
授
、
大

学
病
院
の
千
田
益

生
教
授
が
協
力

し
、
足
に
か
か

る
圧
力
や
、
地

面
を
と
ら
え
る

力
、
瞬
発
力
な

ど
を
測
定
。
歩
い

た
り
蹴
っ
た
り
す
る

際
に
地
面
を
つ
か
む
感
覚
が
し
っ
か
り
あ

り
、
急
発
進
を
必
要
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に

向
い
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

第
２
弾
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

「
ラ
フ
ィ
ー
ト
」
で
は
、
開
発
段
階
か
ら

協
力
。
反
応
時
間
や
安
定
性
な
ど
を
、
高

速
カ
メ
ラ
や
床
反
力
を
調
べ
る
特
殊
な

マ
ッ
ト
で
調
べ
な
が
ら
完
成
さ
せ
た
。「
一

般
的
な
シ
ュ
ー
ズ
に
比
べ
て
安
定
性
が
良

く
、
力
強
く
蹴
り
出
せ
る
。
普
通
に
歩
く

だ
け
で
、
大
き
な
力
で
キ
ッ
ク
で
き
、
疲

れ
に
く
い
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
鈴
木
セ

ン
タ
ー
長
は
話
す
。
そ
の
後
、
ゴ
ル
フ

シ
ュ
ー
ズ
も
シ
リ
ー
ズ
に
加

わ
り
、
足
袋
型
シ
ュ
ー

ズ
の
販
売
は
順
調
。

現
在
も
、
新
商
品

展
開
の
た
め
、

共
同
研
究
は
続

い
て
い
る
。

「ラフィート」を手にする▲
鈴木教授　

大
学
、装
置
メ
ー
カ
ー
、ユ
ー
ザ
ー
の

力
を
結
集　

乾
式
比
重
分
離
装
置

3

技
術
相
談
か
ら
生
ま
れ
た

足
袋
型
シ
ュ
ー
ズ

4

▲開発中の鉱石分離装置を前に意気込みを語る押谷准教授
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